
～平成28年度交付決定額： 0 千円 平成29年度申請額： 2,532 千円

 7 実施計画における目標と期待される効果 別紙①のとおり

 11 「歴史文化基本構想」の策定や「歴史的風致維持向上計画」の作成・認定に向けた計画の見込等

平成 30 年度

 10 その他事業（自主財源、民間団体、他省庁等からの補助（支援）を予定している事業など）

 9 その他計画実施により想定される効果（定性的な効果を記載）

 12 担当部局

いつ、誰が見ても棒の手を伝承することができるよう、準備段階から披露するまでや、道具、各流派の演技の特徴な
ど詳細な決まり事を映像に残し、後継者育成が容易になるような映像とする。また、記録映像を地域で上映すること
により無形民俗文化財への理解を深め、郷土に愛着を持つことにもつながる。

無形民俗文化財のマニュアル資料を作成することにより、無形民俗文化財保存会の会員の増加が見込まれ、ひいては
市内の無形民俗文化財の活性化及び文化財に対する愛着を育むことができるよう期待される。

地方公共団体
担当部局課

尾張旭市教育委員会文化スポーツ課文化振興係

文化遺産総合活用推進事業 実施計画

愛知県・尾張旭市  2 補助事業の種類 1 都道府県・市区町村名

尾張旭市教育委員会が本実施計画に係る全体の企画、調整や補助事業に係る指導等を行う。主な担当課、役割は下記
のとおり。
尾張旭市教育委員会文化スポーツ課文化振興係：補助事業に係る事業や関する指導、調整等
また、補助事業は次の団体が実施する。
愛知県指定無形民俗文化財「尾張旭市の棒の手」伝統伝承記録映像作成実行委員会
（委員長：谷口保広）
構成団体：尾張旭市棒の手保存会

 3 実施計画の名称

 4 実施計画期間

愛知県指定無形民俗文化財「尾張旭市の棒の手」伝統伝承記録映像作成事業

 6 実施体制

 5 実施計画の概要

愛知県指定無形民俗文化財に指定されている「尾張旭市の棒の手」は、尾張旭市棒の手保存会が伝統を守り、後継者
へその技を伝えている。市内には５流派あり、１０月の各地区秋祭りなどにおいて棒の手演技が披露されている。
尾張旭市文化振興計画において「文化財の保存」「次世代の担い手となる人へのきっかけづくり」、尾張旭市教育振
興基本計画においては「文化財、伝統文化の保存と継承」「無形民俗文化財の継承」として、無形民俗文化財の後継
者育成及び伝承を重点的な取り組みとしているものの、無形民俗文化財の後継者不足及び保存会会員の高齢化が問題
となっている。今後、これらの伝承が途切れることなく、後継者育成に役立つような資料としての記録映像を制作す
る。
いつ、誰が見ても伝承することができるよう、準備段階から披露するまでや、道具、各流派の演技の特徴など詳細な
決まり事を映像に残すことを目的とする。

地域文化遺産活性化

平成 29 年度 ～

事業概要： 特になし

事業概要： 特になし

事業概要： 特になし

（2）実施事業の概要

（1）補助金額 8 補助事業の概要

様式１－１



年度

％ ％ ％ ％ ％ ％

進捗状況１： 各年度、状況値、目標に対する達成率

平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 平成 31

27 年度 40 ％ ⇒ 平成 30

目標区分１： 地域の文化資源を核としたコミュニティの再生・活性化

評価指標区分１： 地域に誇りを感じる住民の割合 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標１：
まちづくりアンケートにおいて伝統文化に誇りや愛着
を持つ市民の割合

関連事業: ①

年度 45 ％目標値１： 平成

7 実施計画における目標と期待される効果 別紙

設定根拠１：
作成した記録映像を市内の公共施設等で上映、及び市内の図書館、小中学校などへも貸し出すこ
とで、多くの市民に棒の手を身近に感じてもらい、市の伝統文化に愛着を持ってもらうと設定

様式１－１別紙①



人人 人 人

30 年度 平成 31 年度

人 人

年度 平成 29 年度 平成

人

進捗状況： 各年度、状況値、目標に対する達成率

平成 年度 平成 年度 平成

人 ⇒ 平成 30 年度 730

棒の手保存会の会員数

目標値： 平成 28 年度 680

～ 平成 30 年度

事業概要：
市内にある棒の手５流派それぞれの特徴的な衣装や型、練習の様子、祭り当日の様子などを撮影
し、伝統継承、さらには後継者の育成に繋がる映像を制作する。

事業区分： 記録作成 事業期間： 平成 29 年度

 8（2）実施事業の概要 別紙

事業①：
愛知県指定無形民俗文化財「尾張旭市の棒の
手」伝統伝承記録映像作成事業

実施団体：
愛知県指定無形民俗文化財「尾張旭市の棒の
手」伝統伝承記録映像作成実行委員会

評価指標区分： ・保存会への新規入会者数 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標：

様式１－１別紙②


